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青紫蘇農場株式会社01 ブランディング製造工程改善

所在地 熊本県合志市野々島2495-1

代表 代表取締役社長 吉川幸人

ウェブサイト https://shiso.net/

従業員数 1名

資本金 2,600万円

設立 1999年

事業内容 • 紫蘇を主とした農産品の加工・販売・輸出

• 紫蘇オイルや紫蘇ペーストなどを研究開発
紫蘇の機能的成分を活かした

紫蘇オイルのラインナップ(案)

優先課題

新事業「紫蘇オイル」の製造工程改善における知財戦略と

ブランディング

支援テーマ

伴走支援内容

課題1 抽出技術の改善

量産化に向けて抽出技術を改善しなければ、利益構造の組み立てができ難い

課題2 BtoCの販路拡大に向けたブランディング

ニーズはあり、量産化できれば売れる可能性が高いと想定されるものの、特にBtoCの場合には、デザインを通

じたブランディングの重要性が高いことから、今後の販路拡大ためにも対応する必要がある

課題3 ノウハウ管理と特許出願のバランス

ノウハウ管理からスタートし、特許とのバランスを戦略的に構築していくことが必要である

第1回 全体方針の確認

• 支援の全体方針の意識合わせ：課題の深堀と共有、支援方針の合意

第2回 抽出技術及びノウハウ管理へのアドバイス

• 現場を確認したうえで、抽出率改善について協議

• ノウハウの確認と特許出願の要否についてのアドバイス

第3回 ブランディングやデザインへのアドバイス

• ブランディング、デザイン、デザイン経営に関するレクチャー

• 既存のパンフレット等をベースにしながら、ブランディング、デザイン、デザイン

経営等に関して、質疑応答の形でアドバイス

第4回 まとめ

• BtoC のターゲットを具体的に仮説で想定し、ビジネスモデルを検討しつつ、

ブランディングの観点から戦略的な議論をするべく、デザインコンセプトなどに

ついての意見出しをしてブラシュ アップ

対面支援の様子

オンライン支援の様子

https://shiso.net/


支援チームリーダー

知的財産綜合事務所

NEXPAT 所長・弁理士

羽立幸司氏
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青紫蘇農場株式会社01

伴走支援の成果

支援チーム

支援先企業の声

• 「事業再構築補助金」の採択により、抽出率改善に大きな前進

• デザイン・ブランディング支援により、販売先の具体的議論に入った

•知財に関しては、ノウハウが重要とされつつも、他社動向等の事業上のリスクから、INPITの

「特許情報分析支援事業」に応募・採択

青紫蘇農場株式会社

代表取締役社長

吉川幸人氏

◼ 今回の支援を通して得た気づき・学び・社内の変化

• 今回の支援事業で、2つもの支援が受けられたのは、弊社にとって大変あり

がたく、長年の地域資源認定事業での成果の延長がやっと実現し、松山

先生のアドバイスもあり商品化に向け大きく前進できました。

• 多くの取引先からの要望に応えられ、弊社の新たな商品部門のゴールが見

えてきました。

• また、デザインについても、単品のデザインでなくトータルデザインにすべきと、

自社でも思っていましたが、根幹からやるべきとの指摘はありがたかったです。

◼ 今後の展望・方向性（知財経営を中心に）

• INPITの「特許情報分析支援事業」 を進めている途中ですが他社の特許

等を紐解き、抵触せず、活用させて頂き天然香料としての強みを活かし、さ

らに自社のSDGsにもつながる事業に発展する大きな部門ができました。

• 杉本先生に再度会社を見て頂き、企業理念から見直し、理念に沿った統

一性のあるデザインにとアドバイスもあり企業理念、経営理念を事業継承す

る息子と相談して作成することができ、それをもとにデザインしたいと思います。

今回の支援事業が実りのある結果になり大変感謝しています。

支援チーム専門家

福岡工業大学工学部

環境生命化学科教授

松山清氏

製造工程改善に関する助

言を担当

支援チームリーダーより

技術シーズの強みを確立しつつ、デザイン経営

等（ユーザ・ニーズ視点）からのブランデングへ

の取り組みも本格化していく中で、知財がリス

ク面だけでなくビジネスモデル等における繋ぎ役

になった面もあり、よい支援ができたと思います。

オブザーバー

INPIT熊本県知財総合支援窓口、経済産業省九州経済産業局

支援チーム専門家

九州大学大学院

芸術工学研究院

デザインストラテジー部門 准教授

杉本美貴氏

ブランディングに関する助言

を担当

ブランディング製造工程改善


